
ノウァティアヌスの
貞操の賜物について

第一章：序

主の言葉の教え
を、信徒が天の国
に入ることができる
ように明らかにする
ことほど、司教の務
めに適切なことはな

い

第二章：貞操の称
賛

あなたがたは水に
よって再生された者
であり、もはや肉に
負うものではない。

第三章：貞操の徳と
淫猥の悪徳

貞操は身体の誇り、
徳の飾り、両性の聖
化、結婚の絆、血統
の保護、羞恥心の
守り、貞潔の泉、家
庭の平和、一致の

冠

貞操は肢体から不法な欲
望の刺激を追放し、私たち
の身体に平和をもたらす

敵である淫猥は常
に避けるべき。それ
に仕える者は猥褻
の道具とされ身体も
魂をも節制しない

自分の生活態度が淫
猥に制服されると、その
人の全体が欲望の勝
利の下に送られ、羞恥
心を奪い、節制の敵と

なる

淫猥は頑さの母、人生の破滅、性
の恥辱、血筋と家族への忠実の略
奪、誰だかわからない、腐敗した者
の子孫を引き込んでしまう

欲望は性を越えて燃え上がり、男
と男の獣的な交わりを遂げなけれ

ば満足できなくなる

第四章：三種類の
貞操

貞操は第一に処女・童
貞の間で、第二に禁欲
者たちの間で、第三に
結婚している人たちの
間で保たれている

結婚の中でも限界
を設けて禁欲を実
行することは大きな

徳

幼な子を全生涯を
通じて保つことは驚
嘆に値する徳の力

肉欲を味わってから
その魅力を克服す
ることは、いっそう偉
大な徳を生む

第五章：結婚の貞
操

女と男は一つであっ
たものが一つに戻
るのだから、元に戻
ることのない分離の
機会が伴侶に与え
られてはならない

「自分の妻を愛する
人は、自分自身を
愛しているのです。
誰も自分の身体を
憎む者はなく、キリ
ストが教会にしたよ
うに、それを育み労
るものです」

第六章：キリストに
よる結婚の貞操の

回復

「姦淫の場合を除いて、妻を離
縁してはんらない」とキリストは
貞操にしかるべき名誉を施し
た。ここから次の掟が生ずる
「姦淫した者は生きることを許

してはならない」

第七章：処女・童貞
者の貞操

処女性と禁欲はすべて
の法を超える

処女性は天使をも凌
ぐ。処女性は肉におけ
る戦いにおいて天使が
もっていない自然性と
闘って勝利を獲得する

から

処女性は幼な子性（infantia）を保っている

処女性は肉欲的快楽に対する勝利

処女性は豊穣性をもたないが、子のない
悲しみももたない

処女性は真実の自
由解放主人としての夫

をもっていない

迫害を恐れる必要もない

第八章：貞操の模
範ヨセフ

貞操の模範はヨセ
フをもって始まる

夫が他人の妻か許
嫁と交渉すること

ヘブライ人ヨセフは
兄弟たちからイシュ
マエル人に売られる

主人の妻は、若者の貞操を約
束によって、あるいは脅しによっ
て征服できると考えた

彼女は若者が自分
に強いたと讒言した

潔白な青年は地下
牢に閉じ込められた 彼の手に囚人たち

が委ねられた

ヨセフは夢の謎解き
をした

主人によって鎖から
解放された

王宮の支配人とさ
れた

第九章：貞操の模
範スザンナ

スザンナはヨアキム
の妻

二人の長老が恋い
焦がれるようになる

彼らは貞淑な婦人
に罠を仕掛けた

彼女が抵抗すると策略をもって脅
し、姦通の告訴者になると言う

彼女は主の助けを懇願した

不義が彼女を死罪に陥れよう
とした時、敵に罰が下される

彼女は二重の勝利者、すなわ
ち欲望と死を乗り越える勝利者

となった

第十章：貞操のた
めの闘いと報い

高貴な血筋の人々
にとって意に反する
誘惑的な思いは、
彼らを柔弱にしてし
まうことはなかった

一人は王座の名誉が与え
られ、もう一人は夫と和解
し、敵の死によって報いら

れた

第一一章：欲望の
克服

完全で汚れのない
羞恥心ほど、信仰
のある魂に喜びをも
たらすものはない

情欲（libido）を支配する人
は自分自身に対して強い人

どんな悪も快楽よりたやす
く克服できる

欲望に打ち克つ人は罪に対
して勝利を獲得する

欲望を取り除く人は、恐れ
をも取り除く

第一二章：貞操を
育む上での妨げ

貞操とは身体を守
るために付与された
気高い精神にほか

ならない

性に課せられた羞
恥心は人類の信仰
を汚れのない子孫
によって維持するこ
とができる

貞操は節度を超え
ず、礼を失せず、華
美にならず、技巧を
こらさず、人を苛立
たせりしないように

努める

婦人が美しくなろうと心煩わすことは悪い
精神のしるし

身体を自然のままに解き放ち神の業に力
を加えないように

貞操ある女性の服装は慎み深いものであ
るように

首を外国からの宝石で圧迫し隠してしまう
のか

指を金で飾って重くするのはなぜか

女性は繊細で
弱いのに、悪徳
を担うことにお
いては男性より
も強い

第一三章：貞操を
守る手段

貞操は身体の内で
身体の自然な傾向
性によって危険にさ
られている

常に堕落している肉
が貞操を自分の方
に引き込もうとする

から

使徒に従って、肉の
仲間となることから
魂をできるだけ遠ざ

けるように

すべての感官を身
体から引き離し、憎

むように

悔悛自体が、それ
にともなう悲しみと
ともに、犯した罪の
恥ずべき証しとなる

他人の顔を好奇心をもって
覗きこまないように

話を簡潔にすませ

笑いに節度をもたせなさ
い。大笑いはだらしのない

魂のしるし

論理的に正しいことでも、
人に触れないように

第一四章：結び

姦通は快楽ではな
く、相互に侮辱し合
うことである

魂が肉の刺激を抑え、身体
の衝動を抑制しますように

肉の衝動が身体の許容範
囲を超えるとき、優れた御
者が、天の掟という手綱で
それを抑制しますように

身体という車は限界を超え
て奔走し、車も御者自身も
破滅させてしまう危険があ

る

そうしたことが生じるとき、
衝動や悪徳に対して、天の
陣営から援助を求めてくだ

さい

人間を創造することを望ん
だ神だけが、人間に最適な
援助の手を差し伸べること

ができるから


